
カオスの時代に、年次コード化カレンダー装置の提供 2019
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　12か月カレンダーの壁を無くした年次コード
で、例えば、工事開始日から現在までのように、
特定日間の年月を跨る日数計算が簡単になり、
プロジェクト進捗管理が容易になります。

　年月日を数える数字が１から30（又は31）で
区切られると、人間の頭の中の時間の流れが知
らぬ間に中断されてしまう。途切れない時間軸
の中で連続性をもたせた長いスパンの思考、発
想が必要とされてきた。

年次コード割り当てイメージ
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　このカレンダー装置は、１年のうち特定の月日を初日として、順次割り当てた１年周期のコードを、
年月日に対応付けたものです。予定表、工場・建設現場での工程管理、プロジェクトの進捗管理、業務日誌、
航海日誌などに用いることができます。例えば、複数の月にまたがる長い期間のプロジェクトであって
も、年次コードを頼りに、予定の日数と結果の日数とを直接比較できます。これに基づき、遅れを取り
戻す方策を都度打ち出し易くなります。

　企業のプロジェクト管理や、教育現場の
研修用として、また、毎年恒例行事の管理に
活用できます。

【暦カレンダー】→【年次コード】活用で、連続性を持たせた
時間軸の中で、長いスパンの思考、発想が容易となります。
（長期の業務・プロジェクト管理等への活用）

（プロジェクトの進捗管理等に活用できるアプリ装置）
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